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採択文・提言文 
 

私たちが考えるローバリングとは？ 

放浪を通じて、自我の確立を目指す。 

 

RS 以上の加盟員にローバリング・トゥ・サクセスを読んでもらい、理解を深めても

らう。 

各地区にローバー（ユース）の担当コミッショナーを決めてもらい、 

地区ユース委員会と協力し、サポートしてもらう。 

同時に、県ユース委員会にスカウト運動改善を見据えた 

ローバリングの中長期的な指針の検討を依頼する。 

日本連盟に対しては、プログラムは中長期的な視点で策定して頂きたい。 

日本連盟は加盟員の増減にかかわる事案は、慎重に検討して頂きたい。 
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